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１．背景・⽬的 
1-1. 問題背景 

新型コロナウイルス感染症は、2023 年に 5 類感染症に
変更された。同時に、⼤学の授業にも変化が⾒られた。
私たちは、コロナウイルス感染拡⼤前の 2019 年度から 5
類移⾏後直近の 2023 年度の計 5 年における、社会⼯学
類開設科⽬（計 88 コマ）の授業形態の変化を調査した。
その結果、2022 年度から 2023 年度にかけて、対⾯授業
は 2.8 倍になり、⼀⽅でオンライン授業は半分以下に減
少していることがわかった。 
しかしその⼀⽅で、３学⾷堂はコロナ感染拡⼤期に営業
停⽌後、席数を減らした状態で空間を開放して以降、ア
フターコロナに対応しきれていないと考える。昼休みの
３学⾷堂は学⽣が多く混雑しており（図 1）、席がなく座
ることができない学⽣が多く⾒られる。本演習で実施し
たアンケートでは、回答者の 91％が３学で混雑を感じて
いることが分かった（図 2)。 

1-2. 問題提起 
社会全体がウィズコロナからアフターコロナへの転換

期を迎え、経済活動の再開や感染症対策の緩和を図って
いる今、３学⾷堂も転換期を迎えている。そこで、転換
期の混雑緩和を⽬指すとともに、その後も⾒据えた３学
⾷堂のアフターコロナの新しい形を確⽴させるべきであ
ると考えた。 
 
1-3. ⽬的 

本研究では昼休み時間の３学⾷堂において、⾷堂への
⼀極集中を避け、回転効率を上げるために、以下の 2 点
の実現による混雑緩和を⽬的とする。 
① ⼈を分散させること 
② 座席利⽤の効率化を図ること 

２. 調査 
2-1. ヒアリング 

３学⾷堂の現状や利⽤⽅針を把握することと⾷堂混雑
緩和⽅策案の実現可能性を探ることを⽬的に、⾷堂の管
轄である学⽣⽣活課にヒアリングを実施した。 
 
実施対象者：学⽣⽣活課厚⽣係⻑ 奥村様 
実施⽇時：11 ⽉ 2 ⽇ 15:00~15:45 
実施⽅法：対⾯ 
その結果、定点カメラの設置、コロナで減少した椅⼦

の増加、机の配置換え、教室誘導ポスターの掲⽰の許可
を得られた。ヒアリングの際、「⼤学としてもコロナ前の
環境に戻したいとは思っているものの、きっかけがなか
った」とおっしゃっていたため、今回の演習でご協⼒い
ただきながら⾷堂混雑の問題に取り組むことにした。 
 
2-2. 事前アンケート調査 

現在の３学⾷堂利⽤者の実態を明らかにするため、主
に学⽣を対象とするアンケート調査を実施した。 

 
調査⽅法：Webアンケート 
収集期間：11/8-11/9 
対象者：筑波⼤学学類⽣・⼤学院⽣・教職員 
回答者数：61(有効回答数 54) 
 
調査結果を以下に⽰す。 
 
 

図 3 ⾷堂で混雑を感じる理由（複数回答可） 

図 4 ⾷堂の利⽤⼈数 
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図 2 3 学⾷堂で混雑を感じるか 

図 1 ３学⾷堂の昼休みの様⼦(2023/10/30) 
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図 3 より、混雑を感じる要因として最も多く挙げられ

たのは、「席がない」と「⼈が多い」であった。また図 4
より、⾷堂利⽤⼈数を１⼈または２⼈と回答した⼈が全
体の 68％であったことから、少⼈数で⾷堂を利⽤する⼈
が多いことがわかった。図 5 より、回答者の 70％が空き
教室利⽤に積極的であることが分かった。 

これらの調査結果より、我々が⽴てた⽅策である、⼈
の分散（他スペース利⽤）と座席利⽤の効率化（机配置
変更）は混雑緩和⽅策として効果が⾒込めると考える。 
 
2-3. 介⼊実験内容 
介⼊実験は以下の通りに実施した。 
⽇時：11 ⽉ 14 ⽇(⽕)-12 ⽉ 13 ⽇（⽔） 

11：00~13：00 
場所：旧 3 学⾷堂 
撮影スケジュール： 
11/14-：従来通り 
11/21-：従来通りの配置で椅⼦増加 
12/1-  :座席配置変更 
12/7-  :座席配置変更のまま教室誘導のポスター掲⽰ 
 
⾷堂内に定点カメラを設置し、介⼊前後での混雑度合い
や利⽤者数の変化を計測した。設置場所は旧パン屋の天
井付近とした。介⼊は各項⽬を 3 ⽇間ずつ⾏いその様⼦
を撮影した。 
 
1 )従来通り 
従来通りの配置図を図 6に⽰す。 
 
2 )座席数増加 

感染症対策として椅⼦を間引いたあと、元に戻ってい
なかったため、図６の配置において⾜りなかった椅⼦、
計 50脚を追加した。 
 

3 )座席配置換え 
通路を確保し少⼈数での利⽤に重きを置いた配置を考

え、座席配置を変更した。変更後の配置を図 7に⽰す。
机同⼠の間隔をあけてデッドスペースを有効活⽤したり、
通路を⼗分に確保して通りやすくするなどの⼯夫をした。 
 
4)空き教室誘導ポスター掲⽰ 

昼⾷をとる場所として空き教室が使えることを周知さ
せることを⽬的に、図 8 のようなポスターを掲⽰し
た。掲⽰場所は⾷堂周辺の５ヶ所と３A棟２階の掲⽰
板とした。記載内容は空き教室が使⽤可能だというこ
とに加え、３学⾷堂から近い教室番号
（3A203,207,207,209 など)や、綺麗に使⽤すること
とした。 

 
 
 

 
2-4. 介⼊実験結果 
定点カメラで撮影した動画を⾒ながら、5 分おきに各座

席を「空席」「着席」「荷物」に分析し、各介⼊項⽬で 3 ⽇
間ずつ計測し座席占有率を計算したものを図 9 に⽰す。
利⽤者数のピークは 11:40-12:00 の 20 分間であった。椅
⼦の増加後から座席配置換え後にかけて利⽤者が増え、
ピーク時の占有率は約 10％増加した。また、ピーク時間
帯においてポスター掲⽰に効果は⾒られなかったが、椅
⼦の増加においては介⼊前から 26%、座席配置換えにお
いては 20％の占有率の減少が⾒られた。また、単位時間
あたりの座席利⽤⽤途を図 10 に⽰す。介⼊前よりも利
⽤者数が増加していることが読み取れる。また、椅⼦を
増やすことよりも、座席配置を変更したことにより利⽤
者が増えていた。 
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図 5 空き教室を利⽤したいと思うか 

図 7 座席変更後の座席配置 
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図 9 介⼊項⽬別座席占有率 

図 6 変更前の座席配置図 

図 8 掲⽰した教室誘導ポスター 



 
 

2-5. 事後アンケート調査 
介⼊実験による３学⾷堂利⽤者への影響を明らかにす

ることを⽬的にアンケート調査を実施した。 
調査⽅法：Webアンケート 
収集期間：12/12-12/13 
対象者：筑波⼤学学類⽣・⼤学院⽣ 
回答者数：89 
 
調査結果： 
介⼊項⽬別による混雑の感じ⽅についての回答結果を

図 11 に⽰す。介⼊前と⽐較すると、椅⼦追加後、座席配
置換えの順で昼休みにおける⾷堂の混雑感が減少した。
また、配置換え後の混雑を感じる割合は介⼊前より 70％
減少したが、教室誘導ポスター掲⽰についての効果は⾒
られなかった。続いて、席の座りやすさについての回答
結果を図 12 に⽰す。椅⼦を追加した時点で「座りやすか
った」の回答数が過半数を超えた。さらに、座席配置換
えを⾏ったことにより、座りやすいと感じた⼈が約 90%
となった。⾷堂の快適さについての回答結果を図 13 に
⽰す。介⼊前に⽐べ、椅⼦を追加したことによる快適さ
への影響は 30％程度だったのに対し、座席配置を変更し
た後に「快適だった」と回答した⼈は 68.3％増加した。 
また、これらのアンケート結果をもとに５段階評価で表

したデータで⼀元配置分散分析(Tukey 法による多重⽐
較検定)を⾏った。混雑感、座りやすさ、快適さについて
の回答結果の分析をそれぞれ図 14、図 15、図 16に⽰す。
* p < 0.05 を有意差ありとする。混雑感の減少に関して、
座席配置換えは有効であった⼀⽅で、椅⼦の増加とポス
ター掲⽰では有意性が⾒られなかった。座りやすさ、快
適さの向上に関しては、座席配置換え、椅⼦の増加にお
いては効果があったが、ポスター掲⽰による効果はなか
った。 
これらの調査結果より椅⼦の増加により利⽤できる⼈

数が増え混雑感は減少したものの、椅⼦の密集が窮屈さ
に繋がった。しかし座席配置換えによって、混雑感だけ

でなく、座りやすさや快適さも⼤幅に改善したと考えら
れる。 

図 10 単位時間あたりの介⼊別座席利⽤⽤途 

図 11 昼休みの⾷堂で混雑を感じたか 

図 13 ⾷堂の快適さ 

図 12 席の座りやすさ 

図 14 多重検定の結果（混雑感） 

図 15 多重検定の結果(座りやすさ) 

図 16 多重検定の結果(快適さ) 



3．追加実験 
全ての施策を実施し、分析を終えた段階で議論を⾏った。
教室誘導ポスターの掲⽰はほとんど気づく⼈がおらず、
効果が⾒られなかったため、直接声をかけて空き教室の
利⽤を周知させる必要があるのではないか、６⼈がけの
机は少⼈数の利⽤の場合、空席がもったいないと感じた
と⾔う意⾒が出た。このことから、相席をすることが空
席の解消に有効だが、知らない⼈がいるテーブルに⾃分
から座りに⾏くことは難しいと考え、12 ⽉ 13 ⽇の 11:25-
12:00 に空き教室利⽤の周知と相席のお願いを⾏った。
また、相席協⼒者へのヒアリングを⾏った結果、「最初は
ただ机を共有するだけなら良いと思っていだが、せっか
くの機会だからと話してみたら楽しかった」「留学⽣とし
ては、普段あまり⽇本⼈のグループに話しかけに⾏けな
いから相席と⾔う形で話すことができて嬉しかった」と
いう意⾒が得られた。 
実際に誘導を実施してみて、ただ通り過ぎているのか席
の空き具合をチェックしているのか判断しにくいと感じ
た。また、⾷堂に来た⼈にお願いするだけでなく、既に
席に座っている側にも事前に話を通しておかないと誘導
がスムーズにいかないと⾔う難しさを感じた。相席を断
られたこともあり、相席を好まない⼈もいるため、誘導
が最適解とは⾔い切れないという結論に⾄った。 
 

4．考察 
全ての介⼊を終え、最も混雑緩和に効果があったのは座

席配置換えであった。座席配置換えにより、⾷堂の中央
部を開け、さらに机の向きの変更や机同⼠の間隔の拡⼤
を⾏った結果、3~6 ⼈のグループの利⽤しやすさが向上
し、中央の席利⽤が増加した。また、椅⼦を増加させた
ことにより⼀度は増加した窮屈さも、配置の⼯夫で減少
したと考えた。しかし、事後アンケート結果より、1 ⼈利
⽤者のための席を設けることが必要だと感じた。最後に
⾏った相席誘導に関しては、混雑緩和への効果はあまり
みられなかったものの、会話機会の提供・コミュニケー
ションの促進としては効果があったと考えた。本演習を
通して、介⼊実験を⾏ったことにより、混雑感の減少と
ともに利⽤者の増加がおき、３学⾷堂はコロナ禍をあけ
て戻ってきた学⽣たちに対応した、アフターコロナの新
しいかたちに変化したと考えられる。 
 
５．より快適な３学⾷堂を⽬指して 
３学⾷堂は今後も多くの⼈が利⽤することが予想される。
より快適な３学⾷堂を実現するために以下の４つを提案
する。 
 
① 座席配置換えの継続 
事後アンケートより座席配置換えに関して、「とても便利
だった」「少⼈数での利⽤にちょうどよかった」「今の配
置を継続してほしい」という意⾒が得られた。よって、
少⼈数でも使いやすい本演習で提案した配置換えを継続
して⾏う。 
 
② 空き教室利⽤の周知 
教室誘導ポスター掲⽰後に⾏ったアンケートで、⾷事⽬
的での空き教室利⽤が可能であるという事実を回答者の
90％が知らなかったと回答したため、掲⽰場所などを⼯
夫して周知させる必要性を感じた。また、学類 LINEな
ど、別媒体での周知や新⼊⽣への周知に⼒を⼊れるべき
だと考えた。 
 
③ 時間割の⾒直し 
計測結果より混雑のピークは 11:40-12:00 で、混雑時の
対応としては時間をずらす⼈が多いことがわかった。筑
波⼤学の昼休みは 50 分と短いが、昼休みにゆとりがあ
ればピーク時間の利⽤者数を分散させられると考える。

京都⼤学では混雑緩和のために時間割を変更し、昼休み
を 15 分延⻑させたという事例も⾒られる。これらの理
由から、昼休みの時間延⻑と３限体育の撤廃が混雑緩和
に有効であると考える。 
 
④ 相席のしやすい空間づくり 
本演習では相席の誘導を試みたが、毎⽇⼈が誘導をする
ことは現実的ではない。相席を頼んで断られるのではな
いか、⼀⼈で過ごしたい⼈もいるのではないかと、相席
への⼼理的障壁が⽣じてしまっていると考える。席は空
いているが誰か⼀⼈でも座っていると同じ机には⾏きづ
らく、無駄なスペースが⽣じる。これを防ぐために「相
席OK」の札や、可動式のパーティションを設置するこ
とで、相席のしやすい状況を作れるのではないかと考え
る。 
 
これらの施策を講じることで、本演習の⽬的として掲

げていた⼈の分散と座席利⽤の効率化を図ることがで
き、より快適な⾷堂に近づくと考える。それにより、今
後３学⾷堂に店舗が戻り、さらに利⽤者が増加したとし
ても混雑に対応できる⾷堂になると考える。 
本演習を通して、「快適」な⾷堂とは、ただ混雑を感じ

なければいいのではないのだと感じた。椅⼦を増加させ
て座席を増やしたとき、座れる⼈数は増えたものの窮屈
さを感じたことから快適だとは⾔えなかったように、混
雑解消以外の要素も考えなければ、快適な⾷堂は成⽴し
ない。混雑を避けながらも、学⽣が⾃由に様々な⽬的で
利⽤でき、さらに使いやすい⾷堂を模索し続けることが
必要だと感じた。 
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